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前
号
で
は
叶
津
の
昭
和
四
一
年
以

降
の
山
手
帳
を
資
料
と
し
て
、
昭
和

四
一
年
時
点
の
ゼ
ン
マ
イ
採
取
状
況

を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
山
手
帳
に

は
、
昭
和
四
一
年
か
ら
四
五
年
ま
で

の
五
年
分
の
世
帯
ご
と
の
ゼ
ン
マ
イ

採
取
量
や
そ
れ
に
応
じ
た
山
手
金
支

払
い
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
の
昭
和
四
六
年
か
ら
平
成
元
年

ま
で
は
別
の「
山
菜
山
手
帳
」と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
資
料
に
ゼ
ン
マ
イ
採
取

量
と
山
手
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
そ
れ
以
降
は
別
の
資
料

に
平
成
九
年
ま
で
の
ゼ
ン
マ
イ
採
取

量
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
昭
和

四
一
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で
の
三
二

年
間
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ン
マ
イ
採
取

量
の
推
移
を
確
認
で
き
ま
す
。
そ
れ

を
図
に
す
る
と
ゼ
ン
マ
イ
採
取
量
が

も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
昭
和
四
五

年
の
二
、
二
三
八
貫
で
、
そ
れ
以
降

は
平
成
に
入
る
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て

減
少
を
続
け
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
山
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
の
は
天
然
の
採
取
ゼ
ン
マ
イ
の
み

で
、
昭
和
六
〇
年
前
後
か
ら
は
天
然

ゼ
ン
マ
イ
の
株
を
掘
り
取
っ
て
畑
に

移
植
し
た
移
植
ゼ
ン
マ
イ
の
生
産
も

増
加
し
ま
し
た
。
移
植
ゼ
ン
マ
イ
や

栽
培
ゼ
ン
マ
イ
も
併
せ
る
と
、
叶
津

の
ゼ
ン
マ
イ
生
産
量
の
推
移
は
こ
の

図
と
は
か
な
り
異
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

さ
て
、
昭
和
四
五
年
の
天
然
ゼ
ン

マ
イ
か
ら
、
叶
津
で
は
ど
の
く
ら
い

の
収
入
を
得
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
正
確
な

収
入
額
は
不
明
で
す
。
過
去
の
ゼ
ン

マ
イ
価
格
に
つ
い
て
は
筆
者
の
手
元

に
は
断
片
的
な
情
報
し
か
な
い
た
め

で
す
。
昭
和
四
四
年
六
月
三
日
の
朝

日
新
聞
夕
刊
に
よ
る
と
、
昭
和
四
一

年
に
貫
当
た
り
三
、
五
〇
〇
円
で
す

が
、
こ
の
時
期
に
高
騰
し
て
、
翌
四

二
年
に
は
四
、
五
〇
〇
円
、
四
三
年

に
は
七
、
〇
〇
〇
円
ま
で
上
昇
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の

記
事
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
ぜ
ん
ま

い
が
バ
カ
値
」
で
、
あ
ま
り
に
急
な

価
格
高
騰
に
仲
買
人
も
困
っ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
の
情
報
源
と
し
て
「
広
報
た
だ

み
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、

昭
和
四
九
年
六
月
一
〇
日
号
で
は
貫

あ
た
り
二
万
円
、
翌
五
〇
年
七
月
一

〇
日
号
で
は
二
万
五
千
円
か
ら
三
万

円
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
事
の
主
旨
は
、
ゼ
ン
マ

イ
を
は
じ
め
と
す
る
山
菜
が
只
見
町

全
体
で
も
米
に
次
ぐ
主
要
な
収
入
源

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
も

の
で
す
。
断
片
的
な
価
格
情
報
か
ら

推
察
す
る
と
、
昭
和
四
五
年
時
点
で

の
価
格
は
貫
当
た
り
一
万
円
前
後
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
、
叶
津
で

は
二
千
万
円
以
上
の
ゼ
ン
マ
イ
収
入

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
価
格
が
高
か
っ
た
昭
和
五

〇
年
の
収
入
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
年
の
総
生
産
量
は
一
、
四
九
七

貫
で
す
か
ら
、
価
格
が
二
万
五
千
円

だ
と
す
れ
ば
総
売
上
高
は
三
、
七
四

二
万
円
で
す
。
こ
の
年
の
最
多
採
取

者
の
採
取
量
は
七
〇
貫
で
、
こ
の
人

の
売
り
上
げ
は
一
七
五
万
円
で
す
。

昭
和
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
は
日

本
全
体
の
物
価
上
昇
率
も
平
均
的
な

賃
金
上
昇
率
も
高
い
の
で
注
意
が
必

要
で
す
が
、
こ
の
年
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
平
均
年
収
は
二
〇
五
万
円
（
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
）
な
の
で
、

こ
れ
と
比
べ
て
最
多
採
取
者
の
収
入

は
〇
・
八
五
倍
に
も
及
ぶ
金
額
だ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
筆
者

の
推
察
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
ゼ
ン

マ
イ
採
取
期
の
み
で
得
ら
れ
る
所
得

と
し
て
は
か
な
り
魅
力
的
な
も
の
だ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
昭
和
四

〇
年
代
の
総
生
産
量
二
、
〇
〇
〇
貫

前
後
と
い
う
の
は
、
叶
津
の
林
野
で

生
産
可
能
な
上
限
に
近
い
量
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
昭
和
四
〇
年
よ
り
も

以
前
の
い
つ
頃
か
ら
採
取
量
が
二
、

〇
〇
〇
貫
に
達
し
て
い
た
の
か
が
気

に
な
り
ま
す
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば

現
時
点
で
は
不
明
で
す
。
閲
覧
し
た

資
料
の
中
に
は
昭
和
二
九
年
以
前
の

ゼ
ン
マ
イ
採
取
量
が
記
載
さ
れ
た

「
山
手
金
徴
収
帳
」
と
い
う
資
料
が

あ
り
、
そ
こ
に
通
い
山
の
収
量
は
五

七
四
貫
と
あ
り
ま
す
が
、
泊
ま
り
山

の
収
量
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、
こ
の
頃
ま
で
の
泊
ま

り
山
で
は
、
泊
ま
り
山
一
カ
所
当
た

り
の
権
利
に
対
す
る
対
価
の
み
が
山

手
金
と
し
て
課
さ
れ
、
貫
当
た
り
の

従
量
制
の
山
手
金
は
課
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
で
す
。
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只
見
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共
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源
②

―
山
手
帳
に
み
る
ゼ
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▶
昭
和
29
年
度
の
山
手
金
徴
収
帳

▲叶津のゼンマイ採取量の推移（昭和41年～平成9年）
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